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プラジt．　：t’．z／ス・’rイ1．スのアパート

　　（窓の　口除に注：一／／

建築　の　美

　現「．亡建契舗邑去の斐F’iiにおおわれた形を：となれ，搾純

な形態，使い方に瞳じた干」τ弼をとつていることはすでに

よく知られている．だがただ胆純な美しさといつても，

エジプトのピラミッドはもつとも年．屯な形の一．1つである

四面．農であろが現代建築でないのはいうまでもない．輩

純な．彩というのは現代建築の一つつ結果であるにすぎな

い．では現．代遺築ではこういうものが美しいとされ．ま

たどのように擬展しているかを少し具葦豊rロこ記してみよ

う．

1．現代建鑛の基本條件ぱ正直であることてある．

　正直さは現代建築のすべての圃で（購辿にも不面にも

立画にも）一番基本的な條件である．過去の建築reは柱

も彫刻でおおいかくしたり，宮殿の場含などによく行わ

れているように使い方を無覗して形を整えるために左右

勤構にしt：1），形と構造，不面などは完塗な共通性．セ持

つていなかつた．だが現代の建築では性はどこまでミ、柁

として考えられ，表丁賠れなけれげな．らず，華面の使い

方を犠牲にして立面をつくるヒとはゆるされない．さら

に遽めていうならば，構滞が木造幽eあればyこまでも木

造としての形をとつていろのが，よい建築であつて，よ

く街で見かげるよ5に木造の柱をタイJLで包んだり，叢

をモルタルで塗つて外翻を鐵筋コソクリート蓬のよ弓に

見せたりするのはどんなに形が近代的であつてミぜべして

よい建築ということはて三きない．

　同じようなことは鍼薦コソクV－｝・　＃築の外硬を頁や

煉瓦で貼つて重々しく見せている官聾や銀行なビの建築

にもいえるのであつて，鐵箔コソクリートは打放しで何

も仕上をしないのが一番よいとされている．この考凌．は
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　　　　第1「町　餓筋コンクリート打放しの上築
　ぢピ事芝1こ紅i，盗7ランス． オ幽一ギュスト・ペレー設言十

建築．．つすべての都分に一貫している．

　だがこのことは、決して現代の姐築i：仕上について考慮

しないということを意昧するのではなく，鍼肪コソクリ

ートLり麦面を「唄）塗つたtXt．つたりしないで打放しにす

るにはレ按術的な多くの問題を解決しなけ幽ればならない・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ぼ打放しの面をきれいにするために　、凌の假li喚使つナニり

打ち方，コソクリートの調魯まですべてに細心の津意を

要する．そしてこの困難さはすべての部分にわたつてい

るが，if．kつ建築家の努力の非常に多くの部分はこの正

直さをゴうして美しくつくりだすかということにむ1ナら

れているといつて竜過言ではない．

　形e）いわゆる’‘近代的”ということは班代遣築の美し

さとは憂く關係のないものなのである．そし．てこの惹喋．

でピラミッドなどの美しさに現代的な多くの部分が含ま

れており，逆に釧座などの盛り場に建てられている正面

だげを’モダーンに装鰍したものが建築的に見．ご非翫に醜

悪なe・．のとされるのである．この意i宋で農家ははるかに

近代的であるといえよ5．

2。無駄のある建藁ぽ現代建築ではない．

　第2の基本旋條件は構造7亭面7立画，生塵方法にい．

たるまでの無駄をなくし経濟的にしていくことである．

前項にふれた鐵笏コソクリート打蚊しの例についていえ

ば，打放しにするための技術白勺解決．’，難しさはあつ；こし

ても，こうして生れた建築は第一に溝造的に必要でない

石や畑～瓦や，モルタルのような材料を傭わないからまず

材料的には趣濟的であることは明らかであろ．

　コVクリー・ト打込みに鐡假枠を使用することは一つの

建築の建設だけでいえば非常に高贋であるがレその假伜
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第3巻　　第1號
t．．何蔓も使用できるから木の假枠にくらべて結局輕濟的

になる．古い家にはよく大黒柱とよばれる臨面が一尺以

上の大きな柱や梁が使われているが，現代の建築では梁

の大きさも桂も溝造的に耐え得るかぎり細いものを使用

する．

　また別の例でいうならば今までの多くの木造の家は三

角の屋根に午らに天井が張つてあり，天井裏の室間は全

く使用されていない．颪在の傾向は午らな天井が適當な

室間には畢らな冨根を，≡…角の屋根を掛ける場合は天井

張らず三角のままで．使用した殺計に努力する．こうした

室問の節約も結果としては緻剤生に結びついていく．

　こうしたことは家の一丁一孤についてもいえることであ

る．千面を検討しながら1更い方に支障のないかぎり面積

を減じてゆくことは環在の大きなしごとてある．昔の建

築は不必要な大ぎさで人を威堅した．だカy代の建築は

付い方を満足しているかぎ1］小さい程美しいといえる，

この恵昧では僅か1人の王を入れる墓であるピラミッド

の大きさは垂く非近代的なものてあろう．

　さらに大きな輕濟性iの問題は施工方法である・建築生

産の大部分が封建的な乎工生産，手工業によつているこ

とは誰でも知つている．アメリカの統計によると19工O年

ごろから30年にかげて，一般物贋を撰準として自動車

の値段は2分ノユに低下したtt届築費は逆に2倍となつ

ている．この事實は工業生薩の進賢が贋格の璽化に封し

てどんなに大きな影響を持つていうかを明らかにしてい

ると同時に，手工業生産に淳澹してい　偉ePbl年を追つ

て同くなつていくことを示している．この意昧「、建築の

工業－産化は大きな課題となつており，美意識」またこ

れと結びつく．複雑な立画，装飾でおおわれた仕上げは

エ業生産に適さない．よた部分の標卑化メ工業生湿にと

っで必要であると同様，現代の蓮築美，二標準化の問題は

忘れられてはならない際件であろう。

第2闘　Aエーデンの組上匙築

3．糎餌性と結びついた新携造の飛展

　経翻三は一言で表わせば材料の節約と施工の工裟化で

ある，そしてこの因子と結びついて從寒の溝造からの無

駄の排除は斯構造の獲竪へと結びついた，鐵筋コソグリ
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一トは從來の架構法から片持梁の使用，薄殻（シヤーレ

ソ）擁造などへ移行しており，鐵溝造は鐵の材料の性質

をもつとも生かした吊購造への方向をとつている．また

一時捨さられた木造も最近には合板製法の護展と結びつ

いてもつとも新しい材料の一つとして再興しよ． ､として

いる．

　　第3圖　片持梁を生かした住宅

アメリカ，アランク・ロイド・ライト該計　　・

第4圖　パイプによる組立路納庫（アメリカ）

　　　　第5陶　木渣合板による構畿，スパン

　　　　　　　　100フィート（アメリカ〕

　こうL．て現代干建築は過去のヨーロッパ繰の石邉煙

瓦巻などの重い厚いものから，輕く薄いものへと攣つて

行つた．アメリカの建築評論家ヒチコックは「現代の堂

築はmass〔塊）ではなくvelume（容積）であ’る．」と

よんでおり，思築家ミPス・7アソ・デア・ローエは

「骨と皮の建築」といつている．また片持聚，吊織盲な

どの獲展を石造におげる控桂などと比転してドイツの建

築家ワルター・グロビウスは「薮代の己築は覗畳的重力

レ則Lし否定に立つている・」といつている．このことLハ

もちろん責際の重力法則の否定ではなく力學の護展が建

寡喬部の持つ役割を明確化することが私たちの今まで常

識的に持つている感畳を打破つてゆくことをさし．てい

る．現代建築は一見不安定な感じを與えるものが多い．

しかしよく分析すればそれが過去の建築よりはるかに高

度の安定性を持つていることが明かとなるであろう．

4．新材騎の綴遽は建藁の常識的感蜀を越える

新しい構遣の獲達はまた新しい材料と結びつく。；L
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一ヨークのヱムパイヤ’ステートビルの上層部の外髪が

輕金隔でできていることがあの高さを賞現するために大

きな役割を持つているのを知る人は割合に少ない．輕金

罵の今後の建築美に及ぼす影響は大きい．最近にまた外

裟材料としてステンレス・スチールポ登場している．

　またピアノ線のよ5に張い鋼腺に引張を與えてコソク

リートを打つたいわゆる懸力コソクリート癬造は非常に

少量のコソクリートと鍛とによつて作られるため，鐵筋

コソクリートの從寒の重量感に封して大きな影響を與え

ている．

　　第6圖　禧aカコンクリ1ト製橋（フランス）

　すべての方面に期待されているプラスティックは現在

の所建築の全膣の形には大きな影響を持つていないが，

將來この材轟の建築界への進出は十分豫期されるところ

である．r部分ではあるが最近アメリカではプラスティ

ックの牛球朕のもの〔直厘4feet位）を歴根の操光に相

當量使つており，これは從來の天窓操光の困難さにくら

べてはるかに容易であり，將來この方式は今までの建築

の窓の採光のための役割を大きく減らそうとしている．

5．設備は形態と不可分てある．

　媛冷房換氣衙生設備は最近にいたつて急速な璽展を毬

げている．もつとも簡蟹な例でいえば水洗便所は通風

汲取口の聞題などによる場所の制約から離れ，住宅の箕

中に窓のない便所も可能となつた．これは逆に家の四方

をその態の部分に解放し，アメリカの四周ほとんどガラ

スの家のようなものを生みだした．また百貨店は換氣，

　　　　　　　　　　　　　　　　H”　　鰍

灘

第7圏　アメリカの無窓質貨店
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媛冷舅，照明により全く窓のないものも實現されており

これはttff店としての使用効率を高めるとともに形態に

特異な毛、を興えた．また最近の南米の建築に見られる

輕1金瀦型の日除け用設備（brise　s◎leil）もまた魏築に新

しい彩を輿えよ弓としている．

6．使い方の頽展はすべての形態の親てある

　以上のような擁造から材料，設備にいたろ按術眺置蔑

は使い方からくる藪しい要求に饗する答としてluされて

きたものが多い．近佳建築はそのはじまりを工場建築の

獲展によつている．大きな梁間，高い天井，十分な採光

は工場や停車場，楕納庫等從架全くなかつた建築への吐

會的要求が生み出したものである．新しい形，斯しい美

は決し．（古L・biい方の建築からは生オ1．ない．最近の教會

建築には從來の数會の概念を全く打ち破つたものが多く

あるが，その形はすでに工場なり他の建築において必然

的に生み出され獲展した簿造を教會建築に懸1，したもの

であっ’C，轍會鮭築から生れたものではな㌧・．その意i未

で最近の畝會建築はゴシックの激愈建築とは本質的に異

なるものである．多くの工易，倉　はclたな建蘂の原型

を日に日に生み出している．

第8圖　輕へ騎襲倉庫（アメリカ）

同じよP）なことは庄「11こついてらいえる，i．’」「のアメ

リカ，　ヨPロッハ

の佳宅ですべての

意昧で1お心を講成

うるの1．ま肇所であ

りこの’調’に世界

の建築家は研究を

綾けているカら　こ

のことば嬬人の解

放と結びついた．

生活牙1態の・攣化，

主婦の寒事勢働を

どのようにして減

少し，樂しくする

かとい5ことを忘

れて考えることは

できない．このこ

箪9固 ag　－t艮　pL　tw筋コンクリ

ート造り（イギリス）

亀



．

第3魅　　第1號
2からその家庭の構成，生活形態が眞にこのようなこと

を必要としているか．そうでないかが佳宅を新しい形態

．｝cseく鍵となつている．簡軍にいえば女中の多くを必要

とする佳宅は決して近代的な美しさを持ち得ない．この

ことについて南米の建築家達は書いている．「南米の住

宅において一番の聞題は使用人である，南米では階級の

ー画別がきびしく使用人は住居の中で完全に濁立した部分

にその主人の佳5部分と隔離しなければならない・〔使

用人は主人の必要の時だけその前にあらわれ，廊下や便

所などでぶつかつては絶劉にいけない）そしてこのこと

が爾米の住宅を開放的な眞に近代的な佐居とすることを

妨げている・」と．　　　　　　．

　第一Pt大職後ヨ叩ッパの建築家は最小限の住宅の問

題に熱中した．そしてその結果は住居に多くの革命をも

たらした．居間壼所の形はその一つであり，これば使用

人を考えていない形であるのはい5までもない．

　住宅について使用人のいない一般佳居が新しい住宅の

形を生み出す基礎であると同臨他の建築も大衆の必然

的要求にのみ額しい形が生み出される．安く食べられる

食堂，多人数入れる劇場は，高級レストラソ，ゆつたり

した劇陽よりも，椅子の配置も設備もすべてに難かしい

技傭的問題を提供しており，それゆえに按術者の封象と

なり，新しい形がその努力の上に生み轡される．

T．風土Aの適感1ま建築を地方化する．

　一時近代建築のはじまりの頃「國際建築」という言葉

で世界の建築が一つの形になつてゆくことが．嘱調され

た．しかし，氣候條件，歴史的傳絞の異なる世界の國で

同一一・の建築を造ることこそ非科學的である．普遍的科學

性の上にその建築の建てられる±地の特．刻生が生かされ

ることこそ必要である。前記のブラジル建築の日除のご

ときそのよい例である．

　現代建築が軍に趣昧的な形の上だけの美を邉うならば

以前に日本の金持があるいはイギリス風に，またドイツ

風に佳宅を氣候に合せず建てたよ5に，また世界の銀行

建築がその力を示すために揃つてギリシヤ建築，Pt・一マ

建築の様式を坂つたよ5に世界の建築が一色になること

もあるであろ5．

しかし現代建簗の

科學性はそのよう

な不合理な統一を

ゆるさない．また

逆に不含理な傳糞

意識も残り得ない

現代建築の美しさ

はその建てられて　　第10圖　＝ンクリート製の

いる場所と切り離　　　　日除グリル（ブラジル）

レて考えることは無意味なことてある．

8．観念性に謝する抵抗
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　しかしながら美意識はややもするとその生み出された

必然性を超えて作用するために，いままでにあげた多く

の現．代建築の根本條件が無覗されt，表面的な近代性，場

所を無覗した形，構造をどまかす方法が非常にしばしば

取られがちである．前に銀座通りの商店建築についてそ

の非近代酌性格にふれたが，このことは後進魍ほどはな

はだしい．先進國はその國で必然的に生れた按術の上に

美意識が睡史自毒に築き上げら才しるが，後蓮國においては

その順序が逆になり非歴史的になることが非常に多い・

そのようにしてつくられた建築はすぐ雨もりがしたIJ　，

夏暑かつたり，冬霧かつたりし勝ちとなる．このはなば

だしい例はソヴィエト・nシャの革命後の建藻：：示され

ている．革命仁、一多くのヨーロッパの建築喫およびソヴ

dエトdi　6い建築家がいわゆる鐵とコソクリー｝とガラ

スの近代的な逮築を歎多くつくつた．しかしそれらは按

術的にも拙劣であり，氣候にも合わなかつたたあ，数年

で急激に退醐し，過去の簿統的檬式が復活し，現在にい

たるまでその情勢・は饗つていないよ5である．職後のソ

ヴィニトの建築を見るとその多くの該術的進歩性にもか

かわらず，建築の形態はヨーロッパにくらべて非常にお

くれているよ5ド思われる．

　だがこれと似t．JZflご建築に封する反省，辱統酌建築に

封すア悔しい關心は北欧においても，イギリスにおいて

も走つている，これば「茨耀験派！とよばれる流れであ

るが嬢配や石冷多く使用した重厚なものが多い．

　　　第11岡ストツクホルムの工漏麟…學校

　このような傾向は観念的となりやすL“H，、建築O傾

向，そしてそれは本來建築の大衆化を．Eざして行わ号Lた

技術の進歩がそのために十分使われていないことによつ

て起る，停滞，趣昧化等を生み出しているものであるが，

その慎向に封する大衆の強い抵抗であろ’5．

　建築の美は決して美の追究からは生れ得ないことを歴

史は示している．建築は上記の正直さを基本條件とする

緻項（細かにあげればまだ多くあるが）を忠貰に守るこ

とにより，またその國の歴実，民族との密接な結びつぎ

によつて獲展し，常に新たな美を生み出すのであろ．
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